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「また連れて行って。」 オリ

エンテーリング初心者をも、

とりこにするコース。 
 
「岩国城山」コース 山口県 No.12 

ＪＯＡ公認 No.469 10ｋｍ 8 ポスト 

 

パーマネントコースの模範生 
今回紹介する「岩国城山」コースは

パーマネントコースの模範生。「いつ

でも、だれでも」オリエンテーリング

を楽しめることを目的に考案された 40

年前の思いを今も受け継いでいる貴重

な存在です。 

コースのある岩国市は山口県の最東

端。2006 年３月の大合併で近隣玖珂郡

の７町村を吸収して県内最大の面積を

有するエリアになっています。広島中

心部からも近く、在来線の山陽本線の

どんこう普通列車でも約 50 分、新幹線

だと新岩国駅までは20分足らずで到着

します。 

すでにこのコース、10 年余り前の平

成 10 年４月に訪れ、その模様をホーム

ページにも掲載していますので、目に

された方もいらっしゃるでしょうか。 

 

久々の再訪の目的は、この原稿の締

め切りに追われて近場のコースを…、

ということもありますが、メインは仕

事関係で知り合った地元山口県周南市

在住の知人に、オリエンテーリングな

るものを体験してもらおうということ。

それならば、メンテナンスが行き届き、

好印象を抱いてくれそうなコースがい

いだろうと選んでみた次第です。 

 

 

アクセス良好・メンテ良好 
自宅から広電の８号線に乗り、ゴト

ゴトと終点の山陽本線横川駅にやって

きます。ＪＲに乗り換え、快速シティ

ライナーで途中駅をいくつか飛び越し、

40 分ほどで岩国駅に。駅前から知人の

車に拾ってもらい、錦帯橋近くの吉香

（きっこう）公園に向かいます。岩国

駅から錦帯橋へのバスは頻発していま

すので、車でなくてもアクセスはかん

たんです。 

錦川の河原にある駐車場に車を置き、

スタート地点に到着。公園に設置され

ている案内板は10年前と同じ輝きを放

っていて、思わず嬉しくなります。案

内表記はきれいにシールで貼りかえら

れ、管理の良さはお墨付き。頭上には

真っ赤に色づいた紅葉が彩りを添えて

いました。 

以前からのマップ販売所である「伊

藤酒店」がなぜか見当たらなかったも

のの、岩国城と吉香公園を結ぶ岩国城

ロープウェイの山麓駅で地図の扱いが

ある旨、マスターマップと一緒に案内

板に掲示されています。 

地図は1991年調査のものが今も現役。

以前余分に買っていた地図をそのまま

使うことができたため、山麓駅には寄

らずにスタートすることにしました。 

 

 

オリエンテーリングは楽しい 
いつもなら軽快に大股にガシガシと

歩き始めるところですが、今回は解説

しながらゆっくりゆっくり進んでいき

ます。土手の上に続く道を歩きつつ、

右手に橋へ通じる道が伸びる分岐で立

ち止まってスタート地点からの距離と

地図上の距離を比較してもらったり、

二重線、実線、破線の表記と実際の道

を見比べてもらったりと、最初から先

生役に徹します。そして最初のポスト

のある忠魂碑に到着。裏側に回ってポ

ストを見つけると「立派！」とひとこ

と知人から声があがったのは、「子ど

もの頃のレクリエーションで見たポス

トがもっと小さかった印象だったか

ら」とのこと。そうなんです。このタ

イプのポストこそパーマネントコース

ファンを作ってきたと言っても過言で

はないでしょう。 

 

桜のシーズンは格別だろうな、と思

える冬枯れした並木道を第２ポストに

向けて歩き始めます。土手を下ると山

歩きの身なりには不似合いな住宅地。

Ｔ字路を経由して分岐に到着します。

ここで、ポストに通じる上り坂を「こ

っちでしょ」と瞬時に判別され、早く

も先生はお役御免かと思われましたが

そんなことはありません。この先、ま

だまだ登場する機会は残されています。 

物見遊山！紅葉に大満足 

 

パーマネント 

コース紹介 大高竜亮 

 
岩国城山コース  山口県岩国市 

 
岩国名物の錦帯橋。観光とオリエンテーリングと楽しめるお勧めコース。 
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万徳院の先に続く、うぐいすの道に

入るとすぐに第２ポストが姿を現しま

す。以前は旧型の金属製のポストが残

されていましたが、今は全てＦＲＰ製

のものに更新されています。 

 

紅葉狩り 
第３ポストは一気に上りとなり、城

山山上の岩国城を目指すみちのり。と

はいえこの区間の半分は等高線に沿っ

たなだらかな道を暢気に行進していき

ます。うぐいすの道から分岐を経てひ

ぐらしの道に進みます。このあたりの

紅葉も見惚れてしまうほどの色づき。 

 

最短路の小径は道連れのいる今回は

敢えてチャレンジせずに、その先の小

道を選択します。これまでの穏やかに

歩ける道から一転、「山登り」らしいル

ートに変わり、先生役の再登場となり

ます。初心者は「道」というものの基

準がオリエンティアよりも厳しい基準

を持っています。オリエンティアはち

ょっとした踏み跡程度でも「立派な道」

なんてついつい言ってしまいがち。こ

の感覚に初心者は驚くようです。それ

でもちゃんと尾根に到達してみると、

多少なりとも納得した様子。山中に設

置された真っ赤な灰皿を横目に眺め、

さらに踏ん張って坂を極めます。 

 

九十九折の区間を乗り切ると、石垣

が見えてきます。と同時に観光客の気

配もちらほら…。ロープウェイが通じ

ていれば仕方のないことですが、山城

はやはり自分の足で制覇する掟でも作

ってもらいたいもの。「おいおいヒー

ルかよ」なんて心の中で突っ込んでみ

たりもします。ほどなく天守閣が姿を

現し、ポスト到達を目前に小休止をと

ることにしました。ずっしりとカスタ

ードのつまったクリームパンで一息入

れます。 

この天守閣、昭和 37 年に復元された

というもの。しかも、麓からの見栄え

を優先して、従来の天守閣の位置から

30ｍも移動させたというから、観光目

的一色です。入場料 260 円を支払って

中に入ると、そこは武具甲冑や刀剣が

展示された博物館。階段を上り詰めた

最上階にはコイン式の望遠鏡まで設置

されていて、当時のお殿様である岩国

領当主吉川広家は今の復元天主をどん

な思いで見ていることでしょう（望遠

鏡はしっかり 100 円払って覗いてみた

りしましたが…）。この復元天主は建築

されてからすでに40年余りが経過しま

したが、初代の天守閣は建築に８年か

けながら、一国一城令によりわずか７

年で取り壊されるという悲運の歴史を

持っています。 

 
岩国城天守閣 

 

第３ポストも無事確認して、お城を

後にします。ロープウェイ山頂駅や野

外ステージのあるイベント広場を過ぎ

ると、観光客の姿はぱったり途絶え、

その静けさに癒されることでしょう。

第４ポストは何の変哲もない道端に置

かれています。 

 

尾根筋のなだらかな道を楽しみ、Ｎ

ＨＫの中継所を過ぎると鳥居が現れ山

道へと変わります。この先にあるのが、

石垣に使用した石灰岩を切り出した跡

地で「護館神」と今は呼ばれていると

ころ。小さな社が置かれていて、天狗

堂が築かれていたという 200 年余り前

に思いを馳せることができます。ポス

トはそこから上方を見上げると確認す

ることができるでしょう。 

 

ここから第７ポストまではパーマネ

ントコース気分が一気に盛り上がる、

森閑とした山道が続きます。土崖の合

間を抜けてピークを超え、鞍部まで下

ると、このコース最後の上りが待ち構

えています。岩国城へののぼりと比べ

ると幾分緩やかで、少しずつ乳酸の溜

まってきた体には優しさを感じさせま

す。テレビ塔の手前にある分岐に第６

ポストがあり、そこは果てしなく広が

る町と川と海の風景が心行くまで楽し

めるところです。 

 

たっぷりと新鮮な空気を体に入れ、

長い長い下り坂へと踏み出していきま

す。いつの間にこんなに上ってきたん

だろうと思えるほど、いつ終わるとも

知れない坂道が続きます。下り坂に慣

れない道連れを気に掛けながら、時に

慎重に、時にスキップを踏むほど軽快

に下り、小さなピークを１つ超えると

第７ポストに到達します。大きな深呼

吸をしたくなるほど安堵の瞬間です。 

 

残りの山道を蛇行しながら下りきる

と、錦川沿いの舗装道路に抜け出し、

山林区間は終了となります。山に沿っ

て北に向かう道はただひたすらのんび

りムード。突き当りを西に向かい、洞

泉寺横から広場に入ります。最後のポ

ストは真っ赤な紅葉の広がる山裾にた

たずんでいました。撮影スポットにも

なっているようで、立派なカメラを構

えた人たちがあちこちに見受けられま

す。秋の風情を堪能して、吉香公園に

帰り着きました。 

 
スタート・フィニッシュの吉香公園 

 

このあと、お城で食べたパンだけで

はさすがに腹が減り、同じ岩国の玖珂

にある「いろり山賊」という地元では

名の知れた料理屋へ向かいます。「山

賊焼」という若鶏の炭火焼を、屋外に

置かれたこたつに足を入れながら豪快

に喰らうという趣向の店。ちょっと不

思議な体験をし、家路へと就きました。 

満足度の高いコースと景観と味に触

れることのできる「岩国城山」パーマ

ネントコース。もう行くしかありませ

ん。 

今回初体験だった知人からも「また

連れて行って」と、ありがたいお言葉

も頂戴しています。 

（2008 年 11 月 30 日 踏破） 

（大高竜亮） 

 
紅葉を歩いて舌鼓。言うことなし。 

 


